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■尊經閣文庫名品展
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当館企画展

須田国太郎展	－没後50年に顧みる－
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椿　1932　姫路市立美術館蔵 ティツィアーノ作「ヴィーナスとオルガン奏者」
模写　1919　京都市美術館

　

本
展
は
須
田
国
太
郎
（
一
八
九
一
～
一
九
六
一
）
の
没

後
五
〇
年
に
ち
な
み
、
初
期
か
ら
晩
年
ま
で
、「
法
観
寺

塔
婆
」、「
犬
」、「
鵜
」
な
ど
代
表
作
を
含
め
、
約
一
三
〇

点
（
油
彩
一
二
一
点
、
素
描
約
一
〇
点
）
に
よ
り
、
独
立

美
術
協
会
会
員
、
日
本
芸
術
院
会
員
と
し
て
活
躍
し
た
須

田
の
創
作
の
歩
み
を
ご
覧
い
た
だ
く
も
の
で
す
。

　

展
示
構
成
は【
渡
欧
前
】、【
渡
欧
・
模
写
】、【
第
一
回
個

展
か
ら
大
戦
へ
】、【
山
間
風
景
】、【
動
物
と
花
の
描
か
れ
た

風
景
】、【
人
里
の
風
景
】、【
ス
ケ
ッ
チ
】、
こ
の
七
つ
の
章

に
分
け
、各
章
ご
と
に
ほ
ぼ
年
代
を
追
っ
て
展
示
し
ま
す
。

　

須
田
は
京
都
帝
国
大
学
に
学
び
、
油
絵
は
独
学
で
、

デ
ッ
サ
ン
を
関
西
美
術
院
で
学
び
ま
し
た
。
第
一
章
の

【
渡
欧
前
】
で
は
こ
の
時
代
の
自
画
像
や
風
景
を
ご
覧
い

た
だ
き
ま
す
。
第
二
章
で
は
、
大
正
八
年
か
ら
一
二
年
ま

で
須
田
は
ス
ペ
イ
ン
に
滞
在
し
プ
ラ
ド
美
術
館
で
テ
ィ

ツ
ィ
ア
ー
ノ
や
テ
ィ
ン
ト
レ
ッ
ト
な
ど
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
派

の
作
品
を
模
写
し
ま
す
が
、
こ
の
時
描
い
た
テ
ィ
ン
ト

レ
ッ
ト
の
「
水
陸
の
戦
い
（
ヘ
レ
ネ
の
掠
奪
）」
の
模
写
な

ど
、
勉
強
の
あ
と
が
う
か
が
え
る
大
作
を
展
示
し
ま
す
。

　

昭
和
七
年
、
四
一
歳
の
時
に
、
須
田
は
初
め
て
の
個
展

を
東
京
銀
座
の
資
生
堂
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
開
き
ま
し
た
。
ほ

ぼ
黙
殺
さ
れ
た
と
後
に
須
田
は
語
っ
て
い
ま
す
が
、
代
表

作
の
一
つ
「
法
観
寺
塔
婆
」
は
こ
の
時
に
出
品
さ
れ
て
い

ま
す
。
初
個
展
時
か
ら
太
平
洋
戦
争
末
ま
で
須
田
の
旺
盛

な
創
作
が
続
き
、
次
々
と
名
作
が
描
か
れ
ま
し
た
。

　

第
四
章
以
降
は
、
年
代
を
追
う
の
で
は
な
く
、
須
田
の

風
景
と
動
物
、
花
と
い
っ
た
主
要
テ
ー
マ
ご
と
に
作
品
を

集
成
し
ま
し
た
。
主
題
に
基
づ
い
た
作
風
の
変
化
を
ご
覧

い
た
だ
こ
う
と
い
う
構
成
で
す
。

　

油
絵
と
は
何
か
、
日
本
・
東
洋
画
と
西
洋
画
の
違
い
は

何
か
、
生
涯
を
か
け
て
挑
み
続
け
た
須
田
国
太
郎
の
画
業

を
ぜ
ひ
ご
覧
下
さ
い
。

■
展
覧
会
料
金

一　

般

一
、〇
〇
〇
円
（
八
〇
〇
円
）

大
学
生

六
〇
〇
円
（
五
〇
〇
円
）

高
中
小
生

三
〇
〇
円
（
二
〇
〇
円
）

　
　

※
（　
　

）
内
は
二
〇
名
以
上
の
団
体
料
金

当館企画展

須田国太郎展
－没後50年に顧みる－

9月1日（ 土）～10月14日（ 日）　 会期中無休

1F企画展示室

　
「
須
田
の
絵
は
マ
チ
エ
ー
ル
（
絵
肌
）
が
複
雑
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
し
っ
か
り
と
キ
ャ
ン
バ
ス
に
絵
具
が
着
い
て
い
る
。」

と
い
う
の
が
、
今
回
須
田
作
品
を
見
た
際
の
感
想
で
す
。
だ
よ
り
の
前
号
で
も
述
べ
ま
し
た
が
、
消
し
て
描
く
と
言
わ
れ
た
く
ら

い
、
須
田
は
描
い
て
は
削
り
を
繰
り
返
し
て
、
作
品
を
作
り
上
げ
て
行
き
ま
す
。
途
上
で
の
変
更
も
多
い
よ
う
で
す
し
、
こ
う
し
た

作
品
は
往
々
に
し
て
ダ
メ
ー
ジ
が
蓄
積
さ
れ
、
変
退
色
や
亀
裂
、
剥
落
な
ど
が
見
ら
れ
る
と
い
う
の
が
、
日
本
の
油
絵
で
す
が
、
須

田
の
場
合
は
違
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
や
は
り
、
ス
ペ
イ
ン
で
バ
ロ
ッ
ク
絵
画
な
ど
古
画
の
模
写
を
多
数
行
っ
た
上
に
、
技
法
理
論

の
研
鑽
を
怠
ら
な
か
っ
た
こ
そ
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

も
う
一
つ
、
写
実
と
は
一
体
何
か
と
い
う
こ
と
を
思
う
の
で
す
。
最
近
は
写
真
の
よ
う
な
克
明
な
絵
が
流
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ

は
こ
れ
で
凄
い
と
思
う
の
で
す
が
、
須
田
の
場
合
、
正
確
に
形
を
描
く
と
い
う
こ
と
は
な
く
、
崩
れ
て
い
た
り
、
時
に
は
抽
象
性
を

帯
び
た
り
も
す
る
の
で
す
が
、
生
命
が
息
づ
い
て
い
る
と
感
じ
ま
す
。
絵
は
画
家
の
眼
と
手
に
よ
る
自
然
界
の
再
構
築
、
そ
う
し
た

思
い
を
強
く
感
ず
る
作
品
群
で
す
。

学芸員の眼

主催・石川県立美術館、日本経済新聞社　特別協力・京都国立近代美術館
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職
人
歌
合
と
は
、
様
々
な
職
人
が
左
右
に
別
れ
て
番
い
を
つ

く
り
、
そ
れ
ぞ
れ
が
和
歌
を
詠
み
、
そ
の
優
劣
を
定
め
る
判
者

も
職
人
が
行
う
と
い
う
文
学
的
な
遊
戯
の
歌
合
に
、
職
人
像
が

描
き
こ
ま
れ
た
も
の
で
す
。
鎌
倉
時
代
の
念
仏
会
や
放
生
会

の
お
り
に
開
催
さ
れ
た
『
東
北
院
歌
合
』・『
鶴
岡
放
生
会
職

人
歌
合
』、
室
町
時
代
に
成
立
し
た
『
三
十
二
番
職
人
歌
合
』・

『
七
十
一
番
職
人
歌
合
』
が
、
歌
合
絵
巻
と
し
て
今
日
に
伝
え

ら
れ
て
い
ま
す
。『
七
十
一
番
職
人
歌
合
』
と
は
、
一
四
二
種

の
職
人
に
仮
託
し
て
、
七
十
一
番
の
取
り
組
み
で
、
月
と
恋
の

歌
題
の
も
と
に
、
二
八
四
首
の
和
歌
を
競
う
中
世
後
期
の
最
大

規
模
の
歌
合
で
す
。
そ
の
序
文
・
歌
・
画
中
詞
等
か
ら
明
応
九

年
（
一
五
〇
〇
）
頃
に
成
立
し
た
歌
合
と
考
え
ら
れ
て
い
ま

す
。
前
田
家
の
『
七
十
一
番
職
人
歌
合
』
は
、
加
賀
藩
三
代
前

田
利
常
の
箱
書
よ
り
、
慶
安
元
年
（
一
六
四
八
）
春
に
、
後
水

尾
上
皇
よ
り
下
賜
さ
れ
た
も
の
で
、
絵
の
筆
者
は
不
明
で
す

が
、
上
巻
（
序
～
第
二
十
三
番
）
は
高
倉
永
慶
、
中
巻
（
第

二
十
四
～
四
十
六
番
）
は
飛
鳥
井
雅
章
、
下
巻
（
第
四
十
七
～

七
十
一
番
）
は
白
川
雅
陳
が
歌
と
詞
書
を
記
し
て
お
り
、
こ
の

三
者
の
生
没
年
よ
り
正
保
年
間
（
一
六
四
四
～
四
八
）
頃
に
模

写
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。
利
常
は
こ
の
歌
合
絵
巻
を
納

め
る
た
め
の
「
蓮
蒔
絵
箱
」
を
加
賀
蒔
絵
の
祖
と
い
わ
れ
る

五
十
嵐
道
甫
に
作
ら
せ
て
、
二
代
前
田
利
長
の
菩
提
所
で
あ
る

高
岡
の
瑞
龍
寺
に
同
年
七
月
二
十
日
に
寄
進
し
ま
し
た
が
、
明

治
時
代
に
前
田
家
に
戻
っ
て
い
ま
す
。
も
う
一
点
の
『
七
十
一

番
職
人
歌
合
』
は
、
貞
享
元
年
（
一
六
八
四
）
頃
に
、『
鶴
岡

放
生
会
職
人
歌
合
』
は
延
宝
年
間
（
一
六
七
三
～
八
一
）
頃
の

模
写
本
で
、
い
ず
れ
も
五
代
前
田
綱
紀
が
収
集
す
る
た
め
に
模

写
さ
せ
た
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

本
展
は
二
種
類
の
『
七
十
一
番
職
人
歌
合
』
と
、『
鶴
岡
放

生
会
職
人
歌
合
』
の
初
め
て
の
全
貌
公
開
で
す
。

　
『
七
十
一
番
職
人
歌
合
』
に
登
場
す
る
職
人
は
、
番
匠
・
鍛
冶
な
ど
の
伝
統
的
な
工
人
に
、
縫
物
師
・

組
師
な
ど
の
女
性
工
人
、
魚
売
り
や
米
売
り
な
ど
の
行
商
人
に
、
今
日
的
な
考
え
方
を
す
る
と
職
人
と
は

言
え
な
い
芸
能
者
や
宗
教
者
、
さ
ら
に
は
遊
女
な
ど
非
常
に
多
岐
に
わ
た
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
時
代
は
、

特
殊
な
技
術
や
能
力
を
持
ち
、
そ
れ
を
生
業
と
す
る
人
々
（
職
能
民
）
の
こ
と
を
、「
道
々
の
者
」
と
呼

ん
で
お
り
、「
職
人
歌
合
」
は
中
世
末
か
ら
近
世
初
期
に
か
け
て
通
称
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
り
、

当
初
は
「
道
々
の
者
」
の
歌
合
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
描
か
れ
た
人
物
の
余
白
部
分
に
画
中
詞
と
し

て
、
職
人
た
ち
の
会
話
や
口
上
が
記
さ
れ
て
い
て
、
こ
れ
は
他
の
歌
合
絵
巻
に
は
見
ら
れ
な
い
特
徴
で
も

あ
り
、
当
時
の
「
道
々
の
者
」（
職
人
）
の
様
子
を
知
る
上
で
貴
重
な
資
料
と
も
な
っ
て
い
ま
す
。

百
万
石
の
文
化
講
座

「
職
人
歌
合
の
世
界
」

講
師
／
菊
池
紳
一
氏

	

（
公
財
）前
田
育
徳
会
理
事

九
月
十
六
日
十
三
時
三
〇
分
～

美
術
館
ホ
ー
ル
・
聴
講
無
料

■
講
演
会

九
月
二
日
（
日
）　

午
後
一
時
三
十
分
～

会
場	

当
館
ホ
ー
ル　

聴
講
無
料

演
題	

須
田
国
太
郎
の
作
風
解
釈

講
師	

原
田
平
作
（
は
ら
だ
・
へ
い
さ
く
）
氏

	

　

大
阪
大
学
名
誉
教
授

前田育徳会尊經閣文庫分館
　特別陳列

尊經閣文庫名品展
－職人歌合の世界－
9月1日（ 土）～10月21日（ 日）　 会期中無休

学芸員の眼

蒔絵蓮図箱（職人歌合絵巻箱）
五十嵐道甫作　1648

七十一番職人歌合（中巻）【部分】
江戸時代　17世紀

■
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
コ
ン
サ
ー
ト

　

十
月
六
日
（
土
）　

午
後
一
時
三
十
分
～　

会
場
：
当
館
ホ
ー
ル
（
定
員
二
〇
九
名
）　

無
料
（
要
整
理
券
）

　
谷
内
直
樹
ギ
タ
ー
リ
サ
イ
タ
ル

　
　

ス
ペ
イ
ン
ギ
タ
ー
の
名
曲
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

　

往
復
は
が
き
で
当
館
ま
で
お
申
込
く
だ
さ
い
。
九
月
二
十
六
日
（
水
）
必
着

　

往
信
用
の
表
面	

〒
九
二
〇

－

〇
九
六
三　

金
沢
市
出
羽
町
二

－

一　

	
	

石
川
県
立
美
術
館　

谷
内
直
樹
ギ
タ
ー
リ
サ
イ
タ
ル
宛

　

	

裏
面	

申
込
者
の
〒
番
号
、
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号

　

返
信
用
の
表
面	

申
込
者
の
〒
番
号
、
住
所
、
氏
名

　

	

裏
面	

何
も
書
か
な
い
で
く
だ
さ
い
。
当
館
で
応
募
結
果
を
印
刷
し
ま
す
。

　

応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
と
な
り
ま
す
。
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桃
山
時
代
末
期
の
慶
長
年
間
（
一
五
九
六
～

一
六
一
四
）、
京
都
に
新
し
い
造
形
運
動
が
生
ま
れ
ま

し
た
。
そ
の
特
徴
は
、
平
安
時
代
末
期
の
十
二
世
紀
に

制
作
さ
れ
た
「
平
家
納
経
」
や
「
源
氏
物
語
絵
巻
」
に

代
表
さ
れ
る
善
美
を
尽
く
し
た
造
形
を
、
新
た
な
時
代

感
覚
の
も
と
に
復
興
す
る
こ
と
で
し
た
。

　

中
心
と
な
っ
た
人
物
は
本
阿
弥
光
悦
（
一
五
五
八
～

一
六
三
七
）
で
、
能
書
家
と
し
て
活
躍
す
る
一
方
本
の

装
丁
や
漆
芸
、
陶
芸
な
ど
も
手
が
け
る
な
ど
、
今
日
で

言
う
ア
ー
ト
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
的
な
仕
事
を
し
て
い
た
よ

う
で
す
。
そ
し
て
、
光
悦
が
和
歌
な
ど
を
揮
毫
す
る
料

紙
の
装
飾
を
担
当
し
て
い
た
一
人
が
俵
屋
宗
達
（
生
没

年
未
詳
）
で
し
た
。

　

宗
達
は
扇
や
色
紙
に
絵
を
描
く
な
ど
、
絵
屋
を
主
宰

す
る
町
絵
師
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し

千
利
休
の
嗣
子
、
少
庵
を
振
舞
に
招
く
な
ど
高
度
な
教

養
も
あ
り
ま
し
た
。
や
が
て
宗
達
は
光
悦
と
の
共
同
作

業
を
離
れ
て
独
立
し
た
画
人
と
し
て
活
躍
し
、「
風
神

雷
神
図
」
を
は
じ
め
多
く
の
個
性
あ
ふ
れ
る
名
作
を
描

き
ま
し
た
。
そ
の
宗
達
が
世
を
去
っ
て
百
年
余
り
後

に
、
尾
形
光
琳
（
一
六
五
八
～
一
七
一
六
）
が
京
都
の

呉
服
商
「
雁
金
屋
」
の
次
男
と
し
て
生
ま
れ
ま
し
た
。

光
琳
は
光
悦
や
宗
達
に
私
淑
し
、
生
来
の
卓
越
し
た
デ

ザ
イ
ン
感
覚
で
先
人
の
作
風
を
様
式
化
し
ま
し
た
。
そ

こ
で
今
日
、
光
悦
に
始
ま
る
一
連
の
造
形
運
動
が
「
琳

派
」
と
総
称
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
今
回
の
特

集
で
は
、
こ
れ
ら
三
人
に
よ
る
書
跡
、
絵
画
、
漆
芸
の

優
品
を
展
示
し
ま
す
。

　

鴨
居
玲
の
絵
に
は
あ
る
種
の
イ
メ
ー
ジ
が
つ
い
て
回

り
ま
す
。
暗
い
、
重
い
、
怖
い
、
人
に
よ
っ
て
は
お
ど

ろ
お
ど
ろ
し
い
、
あ
る
い
は
芝
居
が
か
っ
て
い
る
。
で

す
が
、
鴨
居
の
書
い
た
文
章
を
読
ん
で
み
る
と
、
ユ
ー

モ
ア
の
あ
る
、
ひ
ょ
う
き
ん
な
、
そ
し
て
暖
か
い
人
柄

だ
と
感
じ
ま
す
。
当
館
の
持
っ
て
い
る
鴨
居
資
料
の
中

に
九
州
の
あ
る
大
学
の
講
師
と
し
て
学
生
達
と
交
流
し

て
い
る
写
真
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
な
ど
は
ま
さ
に
は
じ

け
て
る
と
し
か
い
い
よ
う
の
な
い
、
朗
ら
か
に
笑
う
鴨

居
の
姿
が
写
さ
れ
て
い
て
、
こ
の
様
な
表
情
を
さ
れ
る

人
な
の
か
と
驚
い
た
も
の
で
し
た
。

　

以
前
に
「
ア
ト
リ
エ
の
鴨
居
玲
」
と
い
う
展
示
を

行
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
は
鴨
居
が
愛
用
し

て
い
た
椅
子
や
ソ
フ
ァ
、
机
、
テ
ー
ブ
ル
な
ど
の
家
具

を
展
示
室
に
持
ち
込
み
、
椅
子
に
座
り
、
机
に
手
を
か

け
な
が
ら
、
作
品
を
ご
覧
い
た
だ
く
と
い
う
趣
向
で

行
っ
た
も
の
で
、
鴨
居
フ
ァ
ン
垂
涎
の
企
画
と
い
え
た

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

毎
朝
の
点
検
時
に
椅
子
に
座
っ
て
、
テ
ー
ブ
ル
越
し

に
「
望
郷
を
歌
う
」
や
イ
ー
ゼ
ル
に
掛
け
た
赤
い
ピ
エ

ロ
の
自
画
像
な
ど
を
見
て
い
う
と
、「
ダ
イ
ジ
ョ
ウ
ブ

ダ
ヨ
」
と
い
う
声
を
聞
い
た
思
い
が
し
た
も
の
で
し

た
。
鴨
居
の
人
気
、
そ
れ
は
一
見
お
ど
ろ
お
ど
ろ
し
い

絵
が
発
す
る
暖
か
み
に
あ
る
の
だ
と
感
じ
た
次
第
で

す
。

　

さ
て
、
今
回
の
特
集
で
は
、
こ
れ
ま
で
紹
介
せ
ず
に

き
た
制
作
途
上
の
鴨
居
の
絵
や
、
書
き
付
け
、
遺
品
な

ど
を
館
蔵
の
代
表
作
と
交
え
、
鴨
居
の
人
柄
、
制
作
意

図
や
創
造
の
過
程
な
ど
を
示
せ
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま

す
。
ご
期
待
下
さ
い
。

第3展示室

知られざる鴨居	玲

第2展示室

秋の優品選
－琳派を中心に－
9月1日（ 土）～10月21日（ 日）　 会期中無休9月1日（ 土）～10月21日（ 日）　 会期中無休

石川県指定文化財
本阿弥光悦
「光悦色紙貼交秋草図」（部分）
江戸17世紀
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第
4
展
示
室

　【彫
刻
】

小
特
集

「
ぐ
る
り
と
廻
っ
て
な
が
め
て
み
よ
う
」

　

彫
刻
は
「
立
体
造
形
」
で
あ
る
と
と
も
に
「
空

間
芸
術
」
で
あ
る
と
も
い
わ
れ
、
作
品
は
ど
の
角

度
か
ら
も
鑑
賞
の
対
象
で
あ
る
と
言
え
ま
し
ょ

う
。
さ
ら
に
彫
刻
は
、
伝
統
的
な
「
量
塊
の
芸

術
」
だ
け
に
止
ま
ら
ず
、
内
部
を
見
せ
る
作
品
や

中
空
の
作
品
や
穴
が
空
い
て
向
こ
う
側
の
景
色
が

み
え
る
よ
う
な
作
品
な
ど
、
見
る
角
度
に
よ
っ
て

様
々
に
異
な
る
意
識
を
示
す
作
品
も
多
く
見
え
る

も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

本
展
は
、
ぐ
る
り
と
作
品
の
回
り
を
廻
っ
て
い

た
だ
き
表
裏
・
内
外
な
ど
で
異
な
り
を
見
せ
る
作

品
相
貌
の
変
化
や
作
品
の
回
り
の
風
景
や
光
を
も

取
り
込
ん
だ
作
品
な
ど
、
多
様
で
多
彩
な
表
情
の

作
品
を
ご
覧
い
た
だ
く
も
の
で
す
。

第
5
展
示
室

　【近
現
代
工
芸
】

今
月
の
初
展
示
作
品

　二
塚
長
生

　友
禅
着
物
「
新
潮
」

　

第
五
展
示
室
で
は
九
月
一
日
か
ら
二
十
八
日
ま

で
、
平
成
二
十
二
年
に
友
禅
で
人
間
国
宝
に
認
定

さ
れ
た
、
二
塚
長
生
氏
の
「
友
禅
着
物　

新
潮
」

を
、
本
仕
立
て
後
初
め
て
展
示
し
ま
す
。

　

本
作
は
作
者
が
、
紙し

塑そ

人
形
の
人
間
国
宝
で
、

歌
人
で
も
あ
っ
た
鹿か

児ご

島し
ま

寿じ
ゅ

蔵ぞ
う

の
歌
「
こ
の
あ
し

た　

光
を
う
け
し
大
海
は　

一
時
に
わ
き
し
新
潮

と
思
ふ
」
に
感
銘
を
受
け
て
制
作
し
た
も
の
で
す
。

　

流
れ
の
違
う
潮
が
せ
め
ぎ
合
い
、
陽
の
光
を
受

け
て
輝
く
様
子
が
、
友
禅
の
糸い

と

目め

糊の
り

で
丹
念
に
描

か
れ
、
線
の
白
を
生
か
し
た
寒
色
系
の
絶
妙
な
配

色
と
と
も
に
、
素
晴
ら
し
い
調
和
を
生
ん
で
い
ま

す
。
作
者
の
技
術
と
感
性
が
遺
憾
な
く
発
揮
さ
れ

た
、
無
限
の
広
が
り
を
感
じ
さ
せ
る
作
品
で
す
。

こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

第
6
展
示
室

　【日
本
画
】

「
日
本
画

　空そ
ら

の
か
た
ち
」

　

日
本
美
術
が
、
空
を
描
く
こ
と
に
本
気
を
出
し

始
め
た
の
は
い
つ
か
ら
で
し
ょ
う
。
平
安
期
以
降

の
「
大
和
絵
」
で
は
、
空
は
関
心
の
対
象
と
あ
ま

り
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
当
時
は
、
も
っ
ぱ
ら
地
上

の
出
来
事
に
関
心
を
払
っ
て
い
た
よ
う
で
、
俯
瞰

さ
れ
た
構
図
か
ら
は
、
ご
く
一
部
の
作
品
を
除
い

て
空
が
描
か
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

雲
さ
え
も
「
金
雲
」
と
な
り
、
余
計
な
物
を
隠
す

道
具
と
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
も
月
や
旭
日
、
さ

ら
に
は
龍
が
描
か
れ
る
こ
と
は
あ
っ
て
も
、
空
そ

の
も
の
に
関
心
が
払
わ
れ
る
こ
と
は
殆
ど
な
か
っ

た
の
で
す
。

　

近
代
以
降
の
日
本
画
が
空
を
ど
の
よ
う
に
扱
っ

た
の
か
、
十
点
の
当
館
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
か
ら
見
る

小
特
集
で
す
。

近現代部門（近現代工芸・日本画・彫刻・版画）

コレクション展示　今月のみどころ
9月1日（ 土）～10月21日（ 日）　 会期中無休

末政哲夫　正三角形の内と外

二塚長生　友禅着物「新潮」

石川　義　　杉木立
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例
年
当
館
で
は
、
県
民
の
皆
様
の
美
術
文
化
の
興
味
と
関
心
を
高
め
、
ま

た
展
示
作
品
の
理
解
の
一
助
を
目
的
と
し
て
毎
週
土
曜
日
に
当
館
学
芸
員
が

講
師
と
な
り
、
土
曜
の
午
後
一
時
三
〇
分
か
ら
約
一
時
間
三
〇
分
、
当
館
講

義
室
で
美
術
に
関
す
る
講
座
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

本
年
度
は
、
各
学
芸
員
の
自
由
テ
ー
マ
に
よ
る
、
前
・
中
・
後
期
の
三
期

の
計
二
十
四
回
を
開
催
す
る
予
定
で
す
。

　

九
月
か
ら
の
講
座
で
は
、
講
座
開
講
時
に
開
催
中
の
展
示
に
関
連
し
た
内

容
の
講
座
の
ほ
か
、
地
元
石
川
県
の
美
術
史
や
作
家
に
係
る
主
題
、
ま
た
各

学
芸
員
が
担
当
す
る
ジ
ャ
ン
ル
の
話
題
や
日
頃
、
学
芸
員
が
調
査
し
て
い
る

課
題
、
さ
ら
に
は
各
学
芸
員
が
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
と
し
て
い
る
テ
ー
マ
等
々
、

多
彩
な
内
容
の
講
座
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

郷
土
の
美
術
文
化
や
美
術
作
家
の
作
品
紹
介
、
芸
術
論
な
ど
の
理
解
を
深

め
る
機
会
に
な
る
こ
と
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。

　

受
講
は
無
料
で
、
ご
自
分
の
聴
講
し
た
い
講
座
を
自
由
に
選
ん
で
参
加
で

き
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
お
気
軽
に
ご
参
加
い
た
だ
け
ま
す
よ
う
ご
案
内
申
し

上
げ
ま
す
。

　

本
年
度
九
月
か
ら
の
美
術
講
座
は
、
左
記
の
内
容
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

六
月
末
か
ら
今
年
度
の
学
校
出
前
講
座
が
は
じ
ま

り
ま
し
た
。
今
年
度
は
、
小
松
地
区
か
ら
開
催
の
要

望
が
た
く
さ
ん
あ
り
、
第
一
回
の
出
前
講
座
も
小
松

市
の
西
尾
小
学
校
か
ら
で
し
た
。

　

西
尾
小
学
校
は
、
周
囲
に
山
が
見
渡
せ
る
自
然
豊

か
な
地
域
に
立
地
。
美
術
館
を
訪
れ
た
こ
と
が
あ
る

子
ど
も
も
少
な
く
、
ま
さ
に
出
前
講
座
を
行
う
の
に

ふ
さ
わ
し
い
学
校
で
す
。
子
ど
も
た
ち
の
様
子
は
、

大
人
し
い
印
象
は
あ
る
も
の
の
、
時
間
を
経
る
ご
と
に
発
言
し
て
く
れ
る
子
が

増
え
て
い
ま
し
た
。

　

七
月
三
日
は
、
羽
咋
市
立
羽
咋
小
学
校
。
こ
ち
ら

は
、
各
学
年
三
ク
ラ
ス
の
比
較
的
大
き
な
学
校
で

す
。
通
常
は
学
校
で
の
一
時
限
、
小
学
校
な
ら
ば

四
十
五
分
間
に
一
ク
ラ
ス
ず
つ
授
業
を
行
っ
て
い
ま

す
が
、
羽
咋
小
学
校
で
は
三
〇
分
間
の
授
業
時
間
で

行
い
ま
し
た
。
時
間
が
短
く
な
る
こ
と
で
、
子
ど
も

た
ち
に
こ
の
出
前
講
座
で
伝
え
た
い
事
を
落
と
さ
な

い
よ
う
授
業
の
流
れ
工
夫
し
、
そ
の
こ
と
は
私
た
ち

学
芸
員
に
と
っ
て
も
貴
重
な
体
験
と
な
り
ま
し
た
。

　

七
月
九
日
は
、
一
昨
年
も
出
前
講
座
を
開
催
し
た
加
賀
市
立
片
山
津
小
学

校
。
前
回
の
講
座
が
気
に
入
っ
て
頂
き
、
三
月
下
旬
の
早
い
時
期
か
ら
お
申
し

込
み
い
た
だ
き
ま
し
た
。
前
回
の
講
座
で
も
そ
う
で
し
た
が
、
子
ど
も
た
ち
が

そ
れ
ぞ
れ
が
自
分
の
意
見
を
持
ち
、
し
か
も
、
そ
れ
を
皆
の
前
で
憶
す
る
こ
と

な
く
発
表
で
き
る
校
風
が
あ
る
こ
と
を
改
め
て
感
じ
ま
し
た
。

　

学
校
出
前
講
座
は
、
こ
の
あ
と
十
一
月
ま
で
七
校

に
伺
う
予
定
を
し
て
い
ま
す
。
作
品
に
出
会
っ
た
時

の
子
ど
も
た
ち
の
反
応
や
、
作
品
に
つ
い
て
語
る
そ

の
内
容
な
ど
実
に
様
々
で
、
い
つ
も
ど
ん
な
子
ど
も

た
ち
に
会
え
る
か
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。
今
後
も

各
学
校
で
の
子
ど
も
た
ち
の
様
子
を
こ
の
美
術
館
だ

よ
り
で
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

土曜講座
9月からのご案内

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
レ
ポ
ー
ト

回

月

　日

内
容
（
予
定
）

担
当

土
曜
講
座
（
中
期
）

第
1
回

9
月
8
日

琳
派
の
美
意
識

村
瀬

第
2
回

9
月
15
日

知
ら
れ
ざ
る
鴨
居
玲

二
木

第
3
回

9
月
29
日

美
術
に
み
る
色　

―
青
―

西
田

第
4
回

10
月
13
日

飛
鳥
彫
刻
と
止
利
仏
師

谷
口

第
5
回

10
月
20
日

よ
く
わ
か
る
日
本
画
―
日
本
画
誕
生
前
夜
―

前
多

第
6
回

11
月
10
日

石
川
県
の
漆
芸

南

第
7
回

11
月
17
日

前
田
家
の
美
意
識　

―
収
集
と
育
成
―

高
嶋

第
8
回

11
月
24
日

石
川
の
近
代
彫
刻　

吉
田
三
郎
を
中
心
に

北
澤

土
曜
講
座
（
後
期
）

第
1
回

1
月
19
日

山
川
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
と
金
沢
の
文
化

高
嶋

第
2
回

1
月
26
日

竹
沢
基
と
金
沢
の
油
絵

二
木

第
3
回

2
月
2
日

世
界
遺
産
を
訪
ね
て
4　

京
都

谷
口

第
4
回

2
月
9
日

近
現
代
の
仏
教
彫
刻
に
つ
い
て

北
澤

第
5
回

2
月
16
日

美
術
に
み
る
色　

―
赤
―

西
田

第
6
回

2
月
23
日

世
界
遺
産
を
訪
ね
て
5

谷
口

第
7
回

3
月
2
日

美
術
に
み
る
色　

―
黄
―

西
田

第
8
回

3
月
9
日

繰
り
返
す
意
匠　

型
染
と
染
め
の
型
紙

寺
川
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日
程
／
出
発
・
十
月
二
十
七
日	

午
前
七
時

　
　
　

帰
着
・
十
月
二
十
八
日	

午
後
七
時
頃

発
着
／
金
沢
駅
西
口

※
移
動
は
全
て
貸
し
切
り
バ
ス
を
使
用
し
ま
す
。

参
加
代
金
／
友
の
会
会
員　

一
九
、〇
〇
〇
円

　
　
　
　
　

会
員
以
外　
　

二
〇
、〇
〇
〇
円

◆
主
な
見
学
地

【
永
保
寺
】（
臨
済
宗
南
禅
寺
派
）

　

夢
窓
国
師
開
創
で
、「
虎
渓
山
」
の
山
号
で
も
知
ら
れ
ま
す
。
名
勝
の

庭
園
、
国
宝
建
築
を
有
す
る
趣
あ
る
お
寺
で
す
。
今
回
は
国
宝
建
造
物
内

を
特
別
拝
観
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

【
願
興
寺
】（
天
台
宗
）

　
「
蟹
薬
師
」
の
名
で
親
し
ま
れ
る
、
最
澄
由
来
の
古
刹
。
二
〇
体
以
上

の
平
安
～
鎌
倉
の
重
文
仏
像
を
一
度
に
拝
見
で
き
ま
す
。

【
新
長
谷
寺
】（
真
言
宗
智
山
派
）

　

境
内
に
、
檜
皮
葺
の
美
し
い
室
町
建
築
が
並
ぶ
お
寺
で
す
。
七
堂
伽
藍

と
呼
ば
れ
る
整
然
と
し
た
そ
の
姿
は
見
事
で
す
。

【
乙
津
寺
】（
臨
済
宗
妙
心
寺
派
）

　

日
本
三
躰
除
厄
弘
法
の
一
つ
に
数
え
ら
れ
、
空
海
が
「
梅
の
寺
」
と
詠

ん
だ
と
伝
え
ら
れ
ま
す
。
十
一
面
千
手
観
音
像
や
堂
本
印
象
の
天
井
画
な

ど
の
文
化
財
を
拝
見
で
き
ま
す
。

【
横
蔵
寺
】（
天
台
宗
）

　

最
澄
創
建
と
さ
れ
、「
美
濃
の
正
倉
院
」
と
い
わ
れ
る
ほ
ど
文
化
財
を

有
す
る
こ
と
で
も
知
ら
れ
ま
す
。
雰
囲
気
あ
る
お
寺
で
、
深
沙
大
将
像
な

ど
珍
し
い
仏
像
も
み
ら
れ
ま
す
。

【
華
厳
寺
】（
天
台
宗
）

　
「
谷
汲
山
」
と
し
て
広
く
信
仰
を
集
め
る
、
西
国
三
十
三
ヶ
所
巡
礼
満

願
の
お
寺
で
す
。
笈
摺
堂
や
満
願
堂
な
ど
か
ら
も
巡
礼
の
心
が
感
じ
ら
れ

ま
す
。

◆
申
込
み
方
法

　

往
復
は
が
き
に
「
文
化
財
現
地
見
学
」
希
望
と
明
記
し
、
氏
名
・
年

齢
・
性
別
・
郵
便
番
号
・
ご
住
所
・
お
電
話
番
号
・
会
員
番
号
を
記
入
の

上
、
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

第43回　文化財現地見学　参加者募集

美濃の名刹をめぐる　－岐阜を訪ねて－

九
月
の
行
事
予
定

百
万
石
の
文
化
講
座

　13
時
30
分
～

　美
術
館
ホ
ー
ル

　聴
講
無
料

16
日（
日
）
「
職
人
歌
合
の
世
界
」	

講
師　

菊
池
紳
一
氏（
公
益
財
団
法
人
前
田
育
徳
会
理
事
）

ビ
デ
オ
上
映
会

　
　
　13
時
30
分
～

　美
術
館
ホ
ー
ル

　聴
講
無
料

9
日（
日
）
「
世
界
・
美
の
旅
13　

ベ
ラ
ス
ケ
ス　

～
素
顔
の
宮
廷
画
家
～
」（
30
分
）

「
世
界
・
美
の
旅
14　

ゴ
ヤ　

～
魅
惑
の
裸
の
マ
ハ
～
」（
30
分
）

23
日（
日
）

「
世
界
・
美
の
旅
15　

ル
ー
ベ
ン
ス　

～
ネ
ロ
の
愛
し
た
ル
ー
ベ
ン
ス
～
」

	

（
30
分
）

「
世
界
・
美
の
旅
22

テ
ィ
ツ
ィ
ア
ー
ノ

ヴ
ェ
ネ
チ
ア
の
巨
匠
～
」

	

（
30
分
）

30
日（
日
）
「
続
・
美
術
の
み
か
た
10　

洋
画
と
日
本
画

　

	

―
日
本
近
代
美
術
の
出
発
―
」（
25
分
）

「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
美
術
史
7　

華
麗
な
る
バ
ロ
ッ
ク
」（
30
分
）

※
土
曜
講
座
に
つ
い
て
は
6
ペ
ー
ジ
を
参
照
下
さ
い
。

　

須
田
国
太
郎
展
関
連
行
事
は
2
ペ
ー
ジ
を
参
照
下
さ
い
。

ご
利
用
案
内

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
展
観
覧
料

一
　
般
／
三
五
〇
円
（
二
八
〇
円
）

　
大
学
生
／
二
八
〇
円
（
二
二
〇
円
）

　
高
校
生
以
下
／
無
料

※
（

　
　
）
内
は
団
体
料
金

　
毎
月
第
一
月
曜
日
は
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
展
示
室
無
料
の
日
（
九
月
は
三
日
）

九
月
の
開
館
時
間
　
午
前
九
時
三
十
分
～
午
後
六
時

　
カ
フ
ェ
営
業
時
間
　
午
前
十
時
～
午
後
七
時

九
月
は
休
ま
ず
開
館
し
て
い
ま
す

◆
宛
先

〒
九
二
〇

－

〇
九
六
三　

金
沢
市
出
羽
町
二

－

一

石
川
県
立
美
術
館
「
文
化
財
現
地
見
学
」
係

◆
応
募
締
切
り

平
成
二
十
四
年
十
月
六
日
（
土
）
必
着

※	

行
程
に
徒
歩
に
よ
る
移
動
や
坂
道
、
階
段
が
含
ま
れ
ま
す
。
脚
に
自
信
の
な

い
方
は
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

※
応
募
者
多
数
の
場
合
、
抽
選
に
な
り
ま
す
。

期日／平成24年10月27日（ 土）～28日（ 日）　 1泊2日
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ÉTUDE（A）　 えちゅーど（ えー）　 昭和53年　 1978年　 第1回明日への具象展　（ 縦162cm×横97cm）

鴨居 玲　 かもい・ れい　 昭和3年（ 1928）～昭和60年（ 1985）

所蔵品紹介227

　

鴨
居
玲
が
ス
ペ
イ
ン
に
渡
っ
た
の
は
一
九
七
一
年
二
月
、
七
四
年
に
は
パ
リ
に
移
り
、
帰
国
は
七
七
年
二

月
。
六
年
間
の
海
外
で
の
制
作
で
し
た
。
年
令
で
い
え
ば
四
三
歳
か
ら
四
九
歳
、
画
家
と
し
て
の
充
実
し
た

創
作
活
動
を
こ
の
間
展
開
し
ま
し
た
。
主
題
は
酔
っ
ぱ
ら
い
や
、
廃
兵
、
老
婆
な
ど
。「
美
」
と
「
醜
」
に

区
分
す
れ
ば
、
む
ろ
ん
「
醜
」
に
属
す
る
人
々
で
す
。

　

帰
国
後
新
境
地
を
求
め
、
若
く
美
し
い
裸
婦
を
テ
ー
マ
と
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
対
象
の
美
を
讃
え
る
の

で
は
な
く
、
そ
の
中
に
潜
む
ド
ラ
マ
を
描
く
鴨
居
は
、
裸
婦
イ
コ
ー
ル
美
で
は
な
い
何
か
、
を
求
め
る
の
で

す
。
で
も
、
そ
れ
は
な
か
な
か
に
答
を
得
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
よ
う
で
す
。
本
作
は
“
エ
チ
ュ
ー
ド
”、

つ
ま
り
“
習
作
”
と
題
さ
れ
た
の
で
し
た
。

　

黒
の
衣
服
を
肌
脱
ぎ
に
し
た
姿
は
、
本
来
エ
ロ
テ
ィ
シ
ズ
ム
を
感
じ
さ
せ
る
も
の
で
す
が
、
こ
の
作
品
に

は
あ
ま
り
う
か
が
え
ま
せ
ん
。
瞳
が
描
か
れ
な
い
目
、
ざ
ら
ざ
ら
と
し
た
タ
ッ
チ
、
そ
し
て
な
に
よ
り
も
黒

く
た
く
ま
し
い
腕
は
、
裸
婦
像
が
本
来
持
つ
華
や
ぎ
を
削
い
で
い
ま
す
。
腹
や
腿
の
柔
ら
か
な
肉
付
け
と
は

対
照
的
に
、
腕
と
手
は
女
性
の
も
の
と
し
て
は
筋
肉
質
で
硬
く
、
鴨
居
は
本
作
の
翌
年
、
抱
き
合
う
男
女
が

石
と
化
す
「
石
の
花
」
を
描
く
の
で
す
が
、
こ
こ
で
女
性
を
抱
き
し
め
る
男
の
手
と
同
質
に
見
え
る
の
で

す
。
あ
る
い
は
「
É
T
U
D
E
（
A
）」
の
裸
婦
に
は
女
性
と
男
性
が
交
錯
し
て
い
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

次回の展覧会

前田育徳会
尊經閣文庫分館 第2展示室 第4展示室 第5展示室 企画展示室

特別陳列

加賀藩の美術工芸
石川県の名宝
―国宝・重文・県文―

特別陳列

能登の彫刻家たち

特別陳列
生誕100年記念
寺井直次の漆の美

第59回
日本伝統工芸展金沢展
会期：10月26日（金）

～11月4日（日）

再興第97回院展金沢展
会期：11月15日（木）

～28日（水）会期：10月25日（木）～11月28日（水）




